
　
鏡
野
町
で
は
、
毎
年
度
、
最
重
点
施
策
及
び
重
点
施
策
を
設
定
し
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
令
和
３
年
度
の
最
重
点
施
策
・
重
点
施
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ⅰ
．【
最
重
点
施
策
】

　「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
引
き
続
き
最
重
点
施
策
と
し
、
重
点
投
資
に

よ
り
成
果
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
継
続
的
に
最
重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
徐
々
に
特
定
健

診
の
受
診
率
は
向
上
し
、
町
民
の
健
康
へ
の
意
識
の
醸
成
は
進
ん
で
お
り
ま
す
。
更
な
る
向
上
を
目
指
す
た

め
、
引
き
続
き
特
定
健
診
の
受
診
率
の
向
上
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
ま
す
。
ま
た
「
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
」
等
の
す
べ
て
の
健
康
づ
く
り
に
関
連
す
る
施
策
と
連
携
し
、
町
民
の
健
康
意
識
の
向
上

と
生
活
習
慣
の
改
善
に
努
め
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

①
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の
向
上
と
次
年
度
以
降
の
事
業
の
検
討

⇒
町
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
生
活
習
慣
を
改
善
し
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
取
り
組
み
を
行
え

る
よ
う
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、意
欲
的
に
取
り
組
め
る
新
規
事
業
（
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
等
）

の
展
開
及
び
既
存
事
業
の
改
善
を
検
討
し
ま
す
。

②
検
診
（
健
診
）
の
受
診
率
の
向
上

⇒
検
診
（
健
診
）
を
多
く
の
方
に
受
診
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
更
な
る
周
知
徹
底
を
行
い
、
実
施
方
法
の

改
善
に
取
り
組
み
、
受
診
率
51
％
を
目
指
し
ま
す
。

⇒
第
３
期
特
定
健
診
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
広
報
や
啓
発
を
徹
底
し
、
国
保
新
規

加
入
者
や
未
受
診
者
に
対
し
て
特
定
健
診
の
受
診
を
促
し
ま
す
。

③
医
療
費
の
抑
制

⇒
年
度
ご
と
の
医
療
費
の
内
訳
デ
ー
タ
で
高
額
医
療
の
推
移
を
分
析
し
、「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」
に
役

立
て
ま
す
。

④
状
況
に
応
じ
た
感
染
症
対
策

⇒
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
検
診
（
健
診
）
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

　「
農
業
の
振
興
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
引
き
続
き
最
重
点
施
策
と
し
て
、
重
点
投
資
に
よ
り

成
果
向
上
に
努
め
ま
す
。
農
業
従
事
者
の
減
少
・
高
齢
化
、
有
害
鳥
獣
被
害
の
増
加
に
よ
り
農
業
生
産
力
の

低
下
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
た
め
、
集
落
営
農
組
織
の
強
靭
化
と
組
織
人
材
の
育
成
、

農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
図
り
ま
す
。
効
率
的
で
持
続
可
能
な
地
域
農
業
を
推
進
し
、
農
業
者
の
所
得
向
上

を
図
り
、
魅
力
あ
る
農
業
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

①
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成

⇒
「
定
住
化
の
促
進
」
施
策
等
と
連
携
し
、Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
・Ｊ
タ
ー
ン
の
就
農
者
を
支
援
し
ま
す
。

⇒
各
関
係
団
体
連
携
の
も
と
、
農
家
情
報
の
収
集
、
戸
別
訪
問
等
を
行
い
、
青
年
就
農
者
の
み
な
ら
ず
新

規
就
農
者
の
掘
り
起
こ
し
と
認
定
農
業
者
の
確
保
、
育
成
を
図
り
ま
す
。

②
集
落
営
農
組
織
等
の
育
成
・
強
化

⇒
国
・
県
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、
か
つ
町
独
自
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
集
落
営
農
組
織
等
の
強
化
と

農
地
集
積
拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
が
進
む
組
織
の
再
編
の
調
整
、
研
究
を
行
い
ま
す
。

③
耕
作
放
棄
地
化
の
防
止

⇒
農
地
中
間
管
理
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
農
地
の
耕
作
放
棄
地
化
を
防
ぐ
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

④
野
菜
・
果
樹
の
高
付
加
価
値
化
の
検
討

⇒
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
効
果
的
に
活
用
し
て
、
都
市
圏
で
必
要
と
さ
れ
る
隠
れ
た
産
物
の
掘
り
起
こ
し

を
行
い
、
高
付
加
価
値
化
に
向
け
た
体
制
を
検
討
し
ま
す
。

⑤
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
の
強
化

⇒
国
・
県
の
事
業
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
町
独
自
の
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
を
拡
充
し
、
被
害
の
軽
減
を

図
り
ま
す
。

⑥
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み
の
検
討

⇒
農
業
生
産
力
の
向
上
、
有
害
鳥
獣
被
害
の
軽
減
に
有
効
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
最
新
技
術
活
用
に
向
け
た
取
り

組
み
を
研
究
し
ま
す
。

　「
林
業
の
振
興
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
引
き
続
き
最
重
点
施
策
と
し
て
、
重
点
投
資
に
よ
り

成
果
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
鏡
野
町
森
林
づ
く
り
条
例
に
基
づ
き
、
林
業
に
関
す
る
事
業
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
し
、「
鏡
野
町
森も

林り

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
が
中
心
と
な
り
、
森
林
経
営
管
理
制
度
を
踏
ま
え
、

放
置
森
林
の
解
消
を
促
進
し
、
次
世
代
へ
鏡
野
町
の
豊
か
な
森
林
を
継
承
で
き
る
よ
う
林
業
の
振
興
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
適
切
な
森
林
の
維
持
管
理
は
地
域
の
防
災
対
策
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
間
伐
等
の
森
林

管
理
活
動
を
行
え
る
よ
う
に
新
規
林
業
就
業
者
支
援
な
ど
に
努
め
ま
す
。

①
林
業
従
事
者
の
確
保
・
育
成

⇒
新
規
林
業
就
業
者
、
林
業
事
業
体
等
を
経
済
的
に
支
援
す
る
取
り
組
み
や
町
内
の
林
業
事
業
体
等
の
連

携
を
図
り
、
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
、
林
業
従
事
者
の
確
保
・
育
成
に
努
め
ま
す
。

②
町
産
材
の
活
用
の
推
進

⇒
地
域
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
美
作
桧
を
活
か
し
た
産
直
住
宅
を
推
進
し
、
木
材
集
積
基
地
と
し
て
の
貯
木
場

等
の
施
設
整
備
を
行
い
、
町
産
材
利
用
を
促
進
し
ま
す
。
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
木
材
利
用
や
森

林
の
持
つ
公
益
的
機
能
を
町
民
に
Ｐ
Ｒ
し
、
森
林
・
林
業
へ
の
関
心
を
高
め
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社

会
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

⇒
若
年
層
へ
の
木
育
の
取
り
組
み
を
行
い
、
木
材
と
触
れ
合
う
機
会
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

③
健
全
で
豊
か
な
森
林
づ
く
り
の
推
進

⇒
森
林
経
営
管
理
制
度
の
仕
組
み
を
活
用
し
、
間
伐
等
を
積
極
的
に
推
進
し
放
置
林
の
解
消
を
図
り
ま

す
。

④
「
鏡
野
町
森
林
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
の
機
能
充
実
と
強
化

⇒
組
織
強
化
の
た
め
の
人
材
育
成
に
努
め
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

Ⅱ
．【
重
点
施
策
】

　「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
引
き
続
き
重
点
施
策
と
し
て
、
重
点
投
資

に
よ
り
成
果
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
運
動
（
体
操
も
含
む
）・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
副
次
的
効
果
で
あ
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
や
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」
施
策
と

連
携
し
、
運
動
習
慣
の
定
着
に
向
け
、
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

①
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
な
い
人
も
意
欲
を
持
て
る
よ
う
な
啓
発
活
動

⇒
手
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
、
楽
し

み
な
が
ら
で
き
る
運
動
を
啓
発
し
、ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
中
心
と
し
て
こ
れ
ら
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

⇒
地
区
間
や
世
代
間
、
障
害
者
と
の
交
流
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
や
親
子
や
家
族
が
気
軽
に
参
加
で
き
、
健

康
づ
く
り
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
検
討
し
ま
す
。

⇒
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
外
出
の
自
粛
な
ど
に
よ
り
、
運
動
習
慣
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
対
策
と
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

②
老
朽
化
が
進
む
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
計
画
的
な
修
繕

⇒
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
な
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
機
能
の
充
実
と
環
境
の
整
備
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
優
先
順
位
を
つ
け
計
画
的
に
修
繕
を
行
い
ま
す
。

　「
防
災
対
策
の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
は
重
点
施
策
と
し
、
重
点
投
資
に
よ
り
成
果
向
上
を

目
指
し
ま
す
。
近
年
の
自
然
災
害
の
多
様
化
・
激
甚
化
に
対
応
す
る
た
め
の
消
防
と
連
携
し
た
防
災
体
制
の

構
築
、
感
染
症
を
考
慮
し
た
避
難
所
運
営
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

①
防
災
体
制
の
強
化

⇒
災
害
時
の
住
民
へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

⇒
資
機
材
の
整
備
や
食
料
品
等
の
備
蓄
な
ど
を
計
画
的
に
行
い
、
災
害
時
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
を

構
築
し
ま
す
。

⇒
「
要
配
慮
者
避
難
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
よ
り
関
係
課
と
連
携
し
、
災
害
時
の
要
配
慮
者
へ
の
支
援
体

制
を
整
え
ま
す
。

⇒
感
染
症
拡
大
防
止
に
配
慮
し
た
避
難
所
運
営
体
制
の
構
築
を
行
い
ま
す
。

②
自
主
防
災
組
織
の
組
織
拡
大
・
強
化

⇒
自
主
防
災
組
織
が
未
組
織
の
地
域
に
お
い
て
は
組
織
化
を
推
進
し
ま
す
。

⇒
緊
急
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
自
主
防
災
組
織
へ
の
出
前
講
座
、
防
災
訓
練
の
指
導
な
ど
の
支
援
を
行

い
、
組
織
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

③
防
災
意
識
の
高
揚

⇒
災
害
が
発
生
し
た
際
は
自
ら
を
守
る
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
へ
の
備
え
を
行
う
な

ど
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
広
報
等
で
啓
発
す
る
こ
と
と
も
に
、
防
災
訓
練
の
実
施
を
検
討
し
ま
す
。

　「
循
環
型
社
会
の
形
成
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
引
き
続
き
重
点
施
策
と
し
て
、
重
点
投
資
に

よ
り
成
果
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
津
山
圏
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
本
格
稼
働
し
て
以
降
、
家
庭
ご
み
の
搬

出
量
は
減
少
傾
向
で
し
た
が
、平
成
30
年
度
か
ら
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。そ
の
原
因
分
析
を
的
確
に
行
い
、

令
和
元
年
度
に
見
直
し
た
「
鏡
野
町
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
ご
み
の
発
生
抑
制
、
分
別

収
集
と
再
資
源
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
排
出
抑
制
の
推
進

⇒
町
民
や
事
業
者
が
ご
み
の
分
別
収
集
や
排
出
抑
制
に
取
り
組
む
た
め
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

⇒
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
等
購
入
費
助
成
金
の
周
知
に
加
え
、
有
線
テ
レ
ビ
等
の
メ
デ
ィ
ア
媒
体
を
活
用

し
た
減
量
方
法
の
普
及
啓
発
等
に
よ
り
、
生
ご
み
の
減
量
を
目
指
し
ま
す
。

②
再
生
利
用
の
推
進

⇒
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
、
町
民
や
事
業
者
が
再
生
利
用
等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

⇒
町
民
や
事
業
者
が
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
た
め
、「
分
別
収
集
の
支
援
」
や
「
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
定
住
化
の
促
進
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
引
き
続
き
重
点
施
策
と
し
、
重
点
投
資
に
よ
り
成

果
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
転
出
を
減
ら
し
、
転
入
を
増
や
す
こ
と
で
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
鏡
野
町
は
魅
力
あ
る
町
だ
と
い
う
こ
と
を
町
外
の
方
に
発
信
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
町
民
に
向
け

て
の
Ｐ
Ｒ
も
重
要
で
す
。

　
定
住
化
は
他
と
の
横
断
的
な
施
策
と
し
て
連
携
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
も
一
層
の
強
化
を
図

り
、
地
域
や
事
業
者
と
の
連
携
を
深
め
、
移
住
者
に
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

①
町
の
知
名
度
の
向
上
対
策
及
び
情
報
発
信

⇒
町
の
魅
力
を
高
め
、
人
が
集
ま
り
、
住
ん
で
み
た
く
な
る
よ
う
に
必
要
な
情
報
の
提
供
や
支
援
を
行
い

ま
す
。

⇒
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
、
鏡
野
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
鏡
野
町
の
見
え
る
化
を
図
り
ま
す
。

②
定
住
希
望
者
へ
の
支
援
の
充
実

⇒
空
き
家
の
積
極
的
な
掘
り
起
し
を
行
い
、
移
住
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
に
近
づ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

⇒
結
婚
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
図
る
と
と
も
に
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
増
加
に
努
め
、

新
婚
の
方
へ
の
補
助
金
制
度
の
新
設
を
検
討
し
ま
す
。

⇒
町
内
で
生
ま
れ
育
っ
た
方
の
町
外
転
出
を
減
ら
す
た
め
、
津
山
広
域
構
成
市
町
と
連
携
し
て
新
規
学
卒

者
等
に
対
す
る
地
域
企
業
就
職
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

⇒
感
染
症
拡
大
防
止
に
配
慮
し
た
移
住
支
援
体
制
を
整
え
ま
す
。

　「
公
共
的
交
通
機
関
の
充
実
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
は
重
点
施
策
と
し
、
重
点
投
資
に
よ
り
成
果

向
上
を
目
指
し
ま
す
。
高
校
生
・
高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
か
ら
の
要
望
が
多
く
、
特
に
通
学
や
通
院
、
買
い

物
に
便
利
な
公
共
交
通
体
制
の
構
築
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者
数
は
右
肩
下
が
り
の
状
況
で
す
が
、
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
依
然
と
し
て
公
共
交
通
機
関
の
充
実
を
求
め
る
意
見
が
多
く
、
費
用
対
効
果
も
勘
案

し
、
町
と
し
て
ど
う
い
う
運
行
形
態
が
良
い
か
検
討
し
ま
す
。

①
運
行
形
態
の
検
討

⇒
町
営
バ
ス
に
つ
い
て
、
利
用
し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
へ
の
改
正
を
行
う
と
と
も
に
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
制

度
な
ど
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

⇒
地
域
内
を
循
環
す
る
福
祉
バ
ス
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
課
と
保
健
福
祉
課
で
協
議

を
行
い
ま
す
。

②
き
め
細
か
な
運
行
の
検
討

⇒
住
民
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
き
め
細
か
な
運
行
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

⇒
広
報
等
に
よ
り
今
ま
で
バ
ス
の
利
用
を
し
て
い
な
い
町
民
へ
利
用
を
促
し
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
公
共

交
通
情
報
を
簡
単
に
得
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

⇒
通
勤
・
通
学
な
ど
利
用
者
か
ら
の
要
望
が
多
い
時
間
帯
に
つ
い
て
は
運
行
回
数
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

③
タ
ク
シ
ー
利
用
時
の
費
用
助
成
に
よ
る
公
共
交
通
機
関
の
補
完

⇒
タ
ク
シ
ー
助
成
券
の
早
期
導
入
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
政
策
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
：
瀬
島
・
村
瀬
　
電
話（
０
８
６
８
）５
４-

２
９
８
３

令
和
３
年
度 

最
重
点
・
重
点
施
策

１
．
健
康
づ
く
り
の
推
進

２
．
農
業
の
振
興

３
．
林
業
の
振
興

１
．
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

２
．
防
災
対
策
の
推
進

４
．
定
住
化
の
促
進

３
．
循
環
型
社
会
の
形
成

５
．
公
共
的
交
通
機
関
の
充
実

お
問
い
合
せ
先
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